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総会会場の様子
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去
る
、
六
月
十
六
日
㈪
石

巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、

令
和
七
年
度
定
時
社
員
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
石
巻
税
務
署 

署
長　

小
山
内 

慎
治 

様
を

は
じ
め
、
宮
城
県
東
部
県

税
事
務
所
長 

佐
々
木
昭
博 

様
、
当
会
と
姉
妹
法
人
会
で

あ
る
公
益
社
団
法
人
豊
島
法

人
会 

会
長 

池
田
憲
治
様
ほ

か
友
誼
団
体
よ
り
多
く
の
ご

来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
先
般
開

催
さ
れ
た
理
事
会
で
承
認
さ

れ
た
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
四
議
案
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

報
告
及
び
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

【
報
告
事
項
】

◇
令
和
六
年
度
事
業
報
告
の

件◇
令
和
七
年
度
事
業
計
画
報

告
の
件

◇
令
和
七
年
度
収
支
予
算
報

告
の
件

◇
そ
の
他

【
議
　
　
案
】

◇
第
一
号
議
案

令
和
六
年
度
収
支
決
算
報

告
承
認
の
件

― 

監
事
監
査
報
告 

―

◇
第
二
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
承
認
の
件

◇
第
三
号
議
案

　

定
款
変
更
承
認
の
件

◇
第
四
号
議
案

公
益
法
人
法
改
正
に
伴
う

役
員
選
任
承
認
の
件

＊　
　

＊　
　

＊

　

議
事
終
了
後
、
長
年
に
渡

り
当
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
退
任
理
事
の
皆
様
へ
感
謝

状
の
贈
呈
の
ほ
か
、
令
和
六

年
度
優
良
経
理
員
表
彰
並
び

に
福
利
厚
生
制
度
マ
ス
タ
ー

認
定
者
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
様

子
は
次
ペ
ー
ジ
に
て
詳
し
く

ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

令和７年度 定時社員総会を開催

《退　任》
会　長　松本　　賢（㈱石巻精機製作所）

理　事　久我　文敏（久我建設㈱）

　　　　千葉　伸芳（㈱東松島まるせんタクシー）

　　　　若生　保彦（若生工業㈱）

　　　　雁部　伸浩（㈱ケアーサービス希慈）

相談役　上岡　國夫（㈱テクノカミオカ）

【臨時理事会】
会長・筆頭副会長・副会長の選任について
・代表理事／会長
　　尾形　和昭　協立塗料㈱
・代表理事／筆頭副会長
　　松本　俊彦　㈱松弘堂
・業務執行理事／副会長
　　浅野　辰之　宮城ヤンマー㈱

　　井上　　一　㈱井上
　　齋藤　祐司　㈱齋武商店
　　武山　良一　㈱タケヤマ
　　櫻井　一義　㈱櫻井建設



新役員メンバーの皆さん 尾形新会長

講師の小山内税務署長

石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和７年６月30日（3）第238号

　

総
会
終
了
後
、
石
巻
税
務
署 

署
長　

小
山
内
慎
治 

氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
「
税
の
よ
も
や
ま
話

～
国
税
組
織
の
広
報
戦
略
～
」
と

題
し
た
、
特
別
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
会
員
企
業
な
ど
か
ら
約
百
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
小
山
内
署
長
が
、
広

報
の
重
要
性
と
し
て
「
納
税
者

は
も
と
よ
り
、
国
民
各
層
に
税

の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
認
識

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
税
務

行
政
へ
の
理
解
と
信
頼
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
お
話

さ
れ
、
実
際
に
こ
れ
ま
で
国
税

庁
で
実
施
し
た
広
報
手
段
な
ど

に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
資
料
を
用

い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
俳
優
の
中
村
メ
イ
コ

さ
ん
と
共
演
者
の
三
遊
亭
楽
太

郎
（
の
ち
６
代

目
円
楽
）さ
ん
が

出
演
し
、
昭
和
50

（
１
９
７
５
）年
10
月

か
ら
全
国
放
送
さ
れ
、
平
成

８（
１
９
９
６
）年
ま
で
約
21
年
も

の
間
続
い
た
国
税
庁
提
供
の
テ

レ
ビ
番
組
「
メ
イ
コ
と
あ
な
た
の

税
ミ
ナ
ー
ル
」
の
話
題
で
は
、
聴

講
者
か
ら
も
「
懐
か
し
い
」
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
発

行
し
た
歴
代
広
報
ポ
ス
タ
ー
か

ら
小
山
内
署
長
の
お
気
に
入
り

の
１
枚
の
お
話
な
ど
、
当
時
の
出

来
事
や
ご
経
験
な
ど
を
交
え
な

が
ら
お
話
い
た
だ
き
、
税
に
関
す

る
大
変
貴
重
な
お
話
に
会
場
の

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

特
別
講
演
会

役　　職 氏　　名 企　業　名
会　　長 尾形　和昭 協立塗料㈱
筆頭副会長 松本　俊彦 ㈱松弘堂

副 会 長

浅野　辰之 宮城ヤンマ－㈱
井上　　一 ㈱井上
齋藤　祐司 ㈱齋武商店
武山　良一 ㈱タケヤマ
櫻井　一義 ㈱櫻井建設

理　　事

後藤　宗徳 ㈱ソーワダイレクト
木村　研一 ㈲エムケイサービス
松本　治久 ㈱七星社
佐藤　昌良 ㈱丸本組
鶴岡　昭雄 ㈱アーバンプラント
渋谷　眞一 石巻ガス㈱
丸岡　美穂 税理士法人平塚丸岡合同事務所
松川　幸代 ㈱あさひ財務経営
森田　　和 ㈱アイ・ケー・エス
佐々木孝寿 ㈱ヤマサコウショウ
松本　幸男 松本産業㈱
若生翔太郎 若生工業㈱　
遠藤　利夫 ㈱遠藤商会
木村美保子 ㈱ゼン・インターナショナル
大森信治郎 ㈱大もり屋本店
今野　将克 ㈲今弥商店

役　　職 氏　　名 企　業　名

理　　事

髙橋　章弘 ㈱高橋施工
土田　太一 ㈱土田葬祭
阿部　秀敏 ㈱エヌエス機器
髙橋　　寿 ㈱草新舎
千葉　雄之 ㈱ヒラツカ
小野寺　靖 丸興産業㈱
佐藤　牧観 ㈱上東五和
大森　秀保 ㈱ちゃんこ萩乃井
及川　信一 ㈱おいかわ
雫石　　浩 ㈱雫石
守　　健夫 ㈱守平商店
赤間　悌博 ㈱赤間商会
鈴木　悠太 鈴幸漁業㈱
田中　寛史 田中建設㈱
髙橋　　一 ㈲アグリサービス高勝
髙橋　一美 髙橋屋根工業㈱

監　　事 梶谷　啓二 石巻商工信用組合　　　　
佐藤　直行 石巻信用金庫　　

外部監事 鶴田　勇治 鶴田勇治税理士事務所
【顧　問】　齋藤　　實　松本　　賢
【相談役】　澤村　文雄　千葉　政武　近江　惠一　佐藤幸太郎
　　　　　伊藤　武彦

【参　与】　青木　八州

令和 7年度　新理事及び監事



小山内税務署長より感謝状が贈呈されました

渡邊美智恵 殿松本　　賢 殿

阿部　真人 殿若生　保彦 殿

高橋　美喜 殿上岡　國夫 殿
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定
時
社
員
総
会
の
席
上
に

て
、
優
良
経
理
員
表
彰
と
福
利

厚
生
マ
ス
タ
ー
認
定
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
四
名
の
皆
様
が
晴
れ

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
良
経
理
員
表
彰
は
、
経
理

担
当
者
の
資
質
向
上
を
図
る
目

的
で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
会

員
企
業
か
ら
推
薦
さ
れ
た
十
年

以
上
の
勤
務
経
験
の
あ
る
優
秀

な
経
理
担
当
社
員
を
受
賞
対
象

者
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

一
名
が
受
賞
さ
れ
、
松
本
会
長

よ
り
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

福
利
厚
生
制
度
マ
ス
タ
ー
認

定
者
表
彰
は
法
人
会
で
設
け
て

お
り
ま
す
厳
格
な
基
準
を
ク
リ

ア
さ
れ
た
受
託
会
社
推
進
員
の

方
へ
感
謝
の
意
を
込
め
ま
し

て
、
当
会
会
長
よ
り
認
定
証
の

贈
呈
を
行
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
こ
の
度
の
改
選

に
て
ご
退
任
さ
れ
た
六
名
の
皆

さ
ま
へ
、
長
年
の
法
人
会
へ
の

ご
貢
献
に
対
し
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

長年の功労・顕著な貢献を称え10名に表彰状など授与

◎優良経理員表彰（１名）
　森　　拓磨 殿　株式会社 石巻青果� 10年
◎法人会福利厚生制度マスター認定表彰（３名）
　渡邊美智恵 殿　大同生命保険株式会社仙台支社 古川営業所
　阿部　真人 殿　大同生命保険株式会社仙台支社 古川営業所
　高橋　美喜 殿　大同生命保険株式会社仙台支社 古川営業所
◎退任理事感謝状贈呈（５名）
　松本　　賢 殿　株式会社 石巻精機製作所
　若生　保彦 殿　若生工業 株式会社
　久我　文敏 殿　久我建設株式会社
　千葉　伸芳 殿　株式会社 東松島まるせんタクシ―
　雁部　伸浩 殿　株式会社 ケアーサービス希慈
◎退任相談役感謝状贈呈（１名）
　上岡　國夫 殿　株式会社 テクノカミオカ

令和７年度表彰者名簿
勤続年数

　

本
総
会
を
も
っ
て
、松
本
会
長

が
こ
の
度
ご
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、小
山
内
税
務
署

長
並
び
に
尾
形
新
会
長
よ
り
、そ

れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

松
本
会
長
は
平
成
27
年
６
月
総

会
に
て
第
七
代
会
長
の
故
遠
藤
祐

也
会
長
よ
り
引
継
ぎ
、第
八
代
会

長
へ
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
五
期
十
年
の
長
き
に

渡
り
、当
会
の
発
展
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
間
、各
地
で
発
生

し
た
地
震
・
豪
雨
な
ど
多
く
の
自

然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
な
ど
、会
の
代
表

と
し
て
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。長
き

に
わ
た
り
当
会
の
活
動
に
ご
貢
献

い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。引
き
続
き
、顧
問

と
し
て
当
会
活
動
へ
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

優
良
経
理
員
表
彰

マスター認定表彰退任感謝状贈呈



卒
業
会
員
の
皆
様
、
引
き
続
き
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

髙
橋
新
部
会
長

雁
部
部
会
長

石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和７年６月30日（5）第238号
　

青
年
部
会
で
は
令
和
七
年
度
報
告

会
を
五
月
十
六
日
㈮
料
亭
と
り
文
に

て
開
催
し
ま
し
た
。ご
来
賓
と
し
て
、

石
巻
税
務
署
署
長
小
山
内
慎
治
様　

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
法
人
会
連
合

会
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
会
長　

大

場
敏
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
所
よ
り

多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
も
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
っ
て
雁
部
伸
浩
部
会

長
が
挨
拶
し
「
二
年
前
の
報
告
会
で

部
会
長
を
拝
命
し
、
振
り
返
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
石
巻
地
域

の
経
営
者
を
代
表
す
る
我
々
青
年
部

令
和
七
年
度
報
告
会
を
開
催

青年
部会

令和７年度  青年部会役員名簿
役　職 氏　　名 会　　社　　名

部 会 長 髙橋　　一 ㈲アグリサービス髙勝

副部会長

岩倉　　準 ㈱桃生交通

山下　英朗 ㈲山下住建

齋藤　幸一 ㈲河南ハーネス工業

幹　　事

雁部　伸浩 ㈱ケアーサービス希慈

大橋　　諒 ㈲おおはしコーポレーション

今野　貴史 ㈲エステートコンノ

佐藤　圭亮 ㈱佐藤土木測量設計事務所

佐藤　大介 ㈲インテリア丸友

佐藤　俊之 ㈱佐藤設備

菅野　　峻 ㈱スガノ建設

鈴木　孝正 スズケイ㈱

髙橋　尚志 大同生命保険㈱仙台支社古川営業所

藤原　雄企 ㈱マルテック

馬渡　祐輔 大同生命保険㈱仙台支社

栁橋　哲也 ㈱みらいほけんサービス

会
員
と
本
日
お
越
し
い
た
だ
い
て
い

る
関
係
青
年
団
体
が
団
体
の
垣
根
を

越
え
て
協
力
し
、
石
巻
地
域
の
発
展

を
盛
り
立
て
て
い
け
る
よ
う
、
最
大

限
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
部
会
員
と
し
て
髙

橋
新
部
会
長
を
支
え
つ
つ
、
積
極
的

な
事
業
実
施
に
協
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
過
日
開
催
さ
れ
た

役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
事
項
す
べ
て

が
報
告
さ
れ
、
滞
り
な
く
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
は
左
記
の
通
り
で
す

【
報
告
事
項
】

◇
第
一　

令
和
六
年
度
事
業
報
告
の

件
◇
第
二　

令
和
六
年
度
収
支
決
算
報

告
の
件

◇
第
三　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
報

告
の
件

◇
第
四　

令
和
七
年
度
予
算
報
告
の

件
◇
第
五　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
報
告
の
件

　

ま
た
、
今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り

雁
部
伸
浩
部
会
長
が
任
期
の
二
年
を

終
え
、
新
た
に
髙
橋
一
氏
が
部
会
長

へ
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
に
つ
い
て
は
左
記
の
方
々

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
終
了
後
は
、
同
会
場
に
て

会
員
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
席
上
に
て
、
卒
業
会
員

へ
の
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
青
年
部
会
活
動
で
の
思
い
出
や

賛
助
会
員
と
し
て
の
抱
負
を
お
話
さ

れ
ま
し
た
。



木
村
美
保
子
部
会
長
へ
髙
橋
一
美
新
部
会
長
よ

り
花
束
贈
呈
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女
性
部
会
で
は
、
五
月
二
十
八
日

㈬
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に

石
巻
税
務
署 
署
長 
小
山
内
慎
治 

様

を
は
じ
め
と
す
る
御
来
賓
の
皆
様
を

お
招
き
し
「
令
和
七
年
度
報
告
会
並

び
に
公
開
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

事
務
局
よ
り
、
過
日
開
催
さ
れ
た

令
和
七
年
度
報
告
会
並
び
に
公
開
講
演
会
を
開
催

女性
部会

令和７年度  女性部会役員名簿
役　職 氏　　名 会　　社　　名

部 会 長 髙橋　一美 高橋屋根工業㈱

副部会長
岩倉智津江 ㈱桃生交通
木村美保子 ㈱ゼン・インターナショナル
佐藤　陽子 ㈱佐藤設備

幹　　事

阿部喜美子 ㈱阿部土建
井上富貴子 ㈱井上
宇都宮　節 宮城エキスプレス㈱
清水真理子 ㈲キムラ
杉浦みち子 ㈱杉浦鉄工所
高橋　和子 北上電設工業㈱
松川　幸代 ㈱あさひ財務経営
松本真由美 ㈱松弘堂

相 談 役

大森八重子 ㈲大森花園
菊地　幸子 ㈱菊地モータース
齋藤喜和子 石巻みなと商運㈱
松本　芙美 松本産業㈱

顧　　問
阿部　信子 豊和建設㈱

根子　邦枝 ㈱共和車輌

役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
、
報
告
会
は
滞

り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

提
案
事
項
は
左
記
の
通
り
で
す
。

（
役
員
会
承
認
事
項
報
告
）

◇
第
一　

令
和
六
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
の
件

◇
第
二　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
報
告
の
件

◇
第
三　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
報
告
の
件

◇
第
四　

そ
の
他

　

ま
た
、
今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り

二
期
に
わ
た
っ
て
部
会
長
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
木
村
美
保
子
部
会

長
が
任
期
を
終
え
、
新
た
に
髙
橋
一

美
氏
が
部
会
長
へ
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
に
つ
い
て
は
左
記
の
方
々

が
就
任
さ
れ
ま
し
た

　

報
告
会
終
了
後
は
同
会
場
に
て

「
会
員
交
流
会
」
を
開
催
し
、
ご
来

賓
の
皆
様
と
参
加
会
員
と
で
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
、
和
や
か
に
昼
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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租税教室①

日付　令和７年４月21日㈪
会場　石巻市立雄勝小学校
講師　副部会長 髙橋 一美 氏

女 性 部 会

新入社員セミナー

日付　令和７年４月２日㈬
会場　石巻グランドホテル
講師　株式会社スマイルボイス

代表取締役 倉島 麻帆 氏 

本 部 会

「第１回役員会
並びに会員交流会」

日付　令和７年４月９日㈬
会場　和ダイニング葵

河 南 桃 生 支 部

「第1回役員会
並びに会員交流会」

日付　令和７年４月18日㈮
会場　高松食堂

か ほ く 支 部

　青年部会では令和７年５月25日㈰～27日㈫の
期間、福岡県にて移動会員親睦交流会を開催し

ました。今回は９名が参加し、各業界に所属する経営者である部会員が東北地方との違いや現
地の食文化をしっかりと体験し、学んで参りました。
　九州の北に位置する福岡県は九州及びアジアの玄関口としての機能としてもさることながら、新幹線・高速
道路・電車・バスのほかモノレールもあり、日常の公共交通機関が大変充実していました。
　また、食べ物が大変おいしいことでも有名ですので、店舗数日本一である屋台やそれぞれ特色ある玄界灘、
響灘、周防灘、有明海それぞれのとれたての新鮮な海の幸を味わいました。夜は老舗居酒屋を巡ったあと、
ラーメン大好きなメンバーは現地の豚骨ラーメン店をハシゴし、存分に堪能しました。
　たびたびハプニングもあったようですが、総じて楽しい交流会でした。

・入会にあたり、唯一の条件は「石巻法人会会員であること」のみ
・年齢制限：正会員50歳まで、賛助会員55歳まで
・会費年額：正会員 12,000円、賛助会員 6,000円
・会員同士の交流会や小学校に出向いて税金の授業をするなど
様々な取り組みを行っております。

　ご興味のある方は、まず事務局へご連絡ください！
（☎ 0225-93-6704　担当：阿部）

青年部会では、随時会員を募集しております！

移動会員親睦交流会

事 業 報 告 令和７年４月

～

令和７年６月



講師のお二人
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　女性部会では令和7年度報告会と同日に恒例の「公開講演
会」を開催し、一般参加者を含む62名が参加しました。
　今回は講師にMUSIC ACADEMY SENZOより、代表の芳
賀　大峰 氏・芳賀　美咲 氏のお二人にお越しいただきまし
た。自身のご経験並びに曲目についてのお話と素晴らしい演
奏に受講者はしっかりと耳を傾けておりました。
　代表の芳賀大峰氏は1988年郡山市生まれで、海外を含む各
地で研鑽を積んだのち、2018年に地元郡山に帰郷し、Music 
Academy SENZOを開業されました。今回のような県内外
での出張演奏のほか美咲 氏お二人でのレッスンなど多岐に
わたって精力的に活動されております。当日は「サックスで
聴く追憶のメロディー」～G線上のアリア・糸・浜辺の歌・
津軽海峡冬景色など～と題し、リクエスト曲にもご対応いた
だき、会場は大いに盛り上がりました。

演題「サックスで聴く追憶のメロディー」
～G線上のアリア・糸・浜辺の歌・津軽海峡冬景色など～

「公開講演会」女性部会主催

・入会にあたり、唯一の条件は「石巻法人会会員であること」のみ
・年齢制限なし
・会費年額 6,000円
・会員同士の交流会や小学校に出向いて税金の授業をするなど
様々な取り組みを行っております。

　ご興味のある方は、まず事務局へご連絡ください！
（☎ 0225-93-6704　担当：村上）

女性部会では、随時会員を募集しております！



租税教室③

日付　令和７年５月１日㈭
会場　石巻市立桃生小学校
講師　副部会長 岩倉 智津恵 氏

女 性 部 会

租税教室②

日付　令和７年４月23日㈬
会場　石巻市立大街道小学校
講師　部会長 木村 美保子 氏

女 性 部 会

租税教室④

日付　令和７年５月８日㈭
会場　石巻市立北上小学校
講師　副部会長 髙橋 一美 氏

女 性 部 会

租税教室①

日付　令和７年５月13日㈫
会場　東松島市立大曲小学校
講師　幹事 大橋　諒 氏

青 年 部 会

租税教室⑥

日付　令和７年６月６日㈮
会場　石巻市立須江小学校
講師　副部会長 齋藤 幸一 氏

青 年 部 会

租税教室⑧

日付　令和７年６月17日㈫
会場　石巻市立中里小学校
講師　部会員 佐藤 圭亮 氏

青 年 部 会

租税教室④

日付　令和７年５月29日㈭
会場　石巻市立稲井小学校
講師　幹事 柳橋 哲也 氏

青 年 部 会

租税教室③

日付　令和７年５月29日㈭
会場　石巻市立飯野川小学校
講師　幹事 今野 将克 氏

青 年 部 会

租税教室⑦

日付　令和７年６月10日㈫
会場　石巻市立釜小学校
講師　副部会長 山下 英朗 氏

青 年 部 会

租税教室⑨

日付　令和７年６月20日㈮
会場　東松島市立宮野森小学校
講師　部会長 髙橋　一 氏

青 年 部 会

租税教室⑤

日付　令和７年５月30日㈮
会場　石巻市立渡波小学校
講師　幹事 雁部 伸浩 氏

青 年 部 会

租税教室②

日付　令和７年５月22日㈭
会場　石巻市立開北小学校
講師　部会員 鈴木　孝正 氏（１組）／幹事 高村　貴裕 氏（２組）

青 年 部 会

「今どき若手社員への
接し方、教え方」セミナー

日付　令和７年５月８日㈭
会場　石巻グランドホテル
講師　株式会社ナレッジステーション

代表取締役 伊藤 誠一郎 氏

本 部 会

給与計算実務と社会保険
手続きの進め方講座

日付　令和７年６月４日㈬
会場　石巻グランドホテル
講師　㈱ベストアビリティ

取締役 竹山  文 氏

本 部 会

移動検診車による
定期健康診断

日付　令和７年６月28日㈯
会場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関
（一財）宮城県成人病予防協会

本 部 会

石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和７年６月30日（9）第238号
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◦配偶者控除等の税の問題や年金等の社会保障の
問題は、就労調整が行われる一つの要因であ
り、人手不足に直面する中小企業にとって重要
なテーマである。また、「年収の壁」への対応
策として、政府が助成金制度等を講じたことで
一定の効果はあると思われるが、あくまでも一
時的な措置であり、抜本的な対策とはならな
い。女性の就労を支援する政策を含め、税と社
会保障の問題を一括して議論する必要がある。

◦令和６年度税制改正では、特例承継計画の提出
期限が令和８年３月末日まで２年間延長された
が、制度の適用期限（令和９年12月末日）は
延長されなかった。贈与税の納税猶予制度の後
継者要件として、「贈与の直前において３年以
上役員であること」が挙げられていることか
ら、余裕を持った事業承継を行えるよう、特例
措置の適用期限を３年程度延長すべきである。

◦平成28年度に創設された企業版ふるさと納税
については、地方創生にも資する制度であり、
寄付件数等も年々増加していること等を踏ま
え、令和７年３月末日となっている適用期限を
延長すること。

◦所得税の基礎控除について、合計所得金額が
2,350万円以下である個人の控除額が10万円
引き上がり、58万円となりました（年収200
万円以下は37万円上乗せ）。
なお、２年間に限り、年収に応じて基礎控除
に上乗せする措置が講じられます（上乗せ額
は㋑年収200万円超475万円以下は30万円㋺
475万円超665万円以下は10万円㋩665万円
超850万円以下は５万円）。
◦給与所得控除の最低保障額について、10万円
引き上がり、65万円となりました。

◦法人版事業承継税制の特例措置における役員就
任要件について、「贈与の
直前において特例認定贈与
承継会社の役員等であるこ
と」に見直されました。

◦寄附活用事業を実施した認定地方公共団体が、
寄附活用事業の完了の時及び各会計年度終了の
時に、寄附活用事業を適切に実施していること
を確認した書面を内閣総理大臣に提出しなけれ
ばならないこととする等の措置が講じられるこ
とを前提に、適用期限が３年間延長されました。

《その他》

《事業承継税制》

「年収の壁」への対応策

相続税、贈与税の納税猶予制度

４. 企業版ふるさと納税の適用期限延長

法人会提言

法人会提言

法人会提言

改正の概要

改正の概要

改正の概要

器具備品、建物及びその附属設備並びにソフト
ウエアで、一定の規模以上のもの）が追加され
たほか、所要の見直しが行われた上で、適用期
限が２年間延長されました。
◦先端設備等導入計画に係る固定資産税の特例
雇用者給与等支給額の引き上げ方針を先端設備
等導入計画に位置付け、従業員に表明した場
合、対象資産の課税標準が見直された上で、適
用期限が２年間延長されました。
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  令和７年度税制改正では、物価上昇局面における税負担の調整及び就業調整対策の観点から、所得税の基礎
控除の控除額及び給与所得控除の最低保障額の引上げ並びに大学生年代の子等に係る新たな控除が創設されま
した。老後に向けた資産形成を促進する観点から、確定拠出年金（企業型 DC 及び iDeCo）の拠出限度額等が
引き上げられました。成長意欲の高い中小企業の設備投資を促進し地域経済に好循環を生み出すために、中小
企業経営強化税制が拡充されました。国際環境の変化等に対応するため、防衛力強化に係る財源確保のための
税制措置、グローバル・ミニマム課税の法制化、外国人旅行者向け免税制度の見直し等が行われました（令和
７年度税制改正大綱より）。 
　法人会では、昨年９月に「令和７年度税制改正に関する提言」を取りまとめ、その後、政府・政党・地方自
治体等に提言活動を積極的に行ってまいりました。今回の改正では、中小企業向け税制措置の適用期限延長、
事業承継税制の役員就任要件の見直し等、法人会の提言事項の一部が盛り込まれ、以下のとおり実現する運び
となりました。  

◦中小法人に適用される軽減税率の特例15％を
本則化すべきである。また、昭和56年以来、
800万円以下に据え置かれている軽減税率の適
用所得金額を、少なくとも1,600万円程度に引
き上げること。なお、直ちに本則化することが
困難な場合は、令和７年３月末日となっている
適用期限を延長すること。
また、中小法人に適用される軽減税率まで引き
上げることのないよう配慮すること。

◦中小企業投資促進税制については、対象設備を
拡充したうえ、「中古設備」を含めることを求め
る。なお、それが直ちに困難な場合は、令和７
年３月となっている適用期限を延長すること。

◦「中小企業経営強化税制」や「先端設備等導入
計画に係る固定資産税特例」等、令和７年３月
末日が適用期限となっている中小企業等の設備
投資を支援する措置については、適用期限を延
長すること。

◦中小法人に適用される軽減税率の特例15％に
ついて、次の見直しが行われた上で、適用期限
が２年間延長されました。
イ　所得の金額が年10億円を超える事業年度
について、所得の金額のうち年800万円以
下の金額に適用される税率が17％に引き
上げられました。

ロ　適用対象法人の範囲から通算法人が除外さ
れました。

◦中小企業投資促進税制について、「みなし大企
業」の判定における大規模法人の範囲が見直さ
れた上で、適用期限が２年間延長されました。

◦中小企業経営強化税制
　　特定経営力向上設備等に、その投資計画にお
ける年平均の投資利益率が７％以上となること
が見込まれるものであること及び経営規模の拡
大を行うものとして経済産業大臣が定める要件
に適合することにつき経済産業大臣の確認を受
けた投資計画に記載された投資の目的を達成す
るために必要不可欠な設備（機械装置、工具、

《法人課税》
１. 法人税率の軽減措置

２. 中小企業投資促進税制

３. 中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置

法人会提言

法人会提言

法人会提言

改正の概要

改正の概要

改正の概要

法人会の税制改正に関する提言の主な実現事項
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本 

間  

英 

一

本 

間  

英 

一

石
巻
千
石
船
の
会

石
巻
千
石
船
の
会

副
会
長

副
会
長

石
巻
漁
港（
北
上
川
）の
発
展

古
写
真
で
見
る
石
巻 

❽

　

江
戸
時
代
、
奥
州
第
一
の
湊
と
言

わ
れ
た
石
巻
は
明
治
に
な
っ
て
千
石

船
に
よ
る
米
の
舟
運
も
廃
れ
、
大
型

船
の
利
用
は
殆
ど
な
く
な
っ
た
。
石

巻
は
港
の
機
能
と
し
て
は
期
待
さ
れ

な
く
な
り
、
明
治
十
一
年
に
は
野
蒜

築
港
工
事
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

野
蒜
築
港
は
明
治
一
七
年
の
台
風
被

害
の
た
め
中
止
と
な
る
。
明
治
一
四

年
、
三
菱
汽
船
が
横
浜
～
函
館
間
の

定
期
航
路
を
開
設
し
、
中
間
寄
港
地

と
し
て
荻
浜
が
選
ば
れ
た
。
盛
岡
の

商
人
は
こ
れ
に
目
を
付
け
横
浜
方
面

か
ら
の
荷
を
、
石
巻
を
経
由
し
て
北

上
川
舟
運
で
盛
岡
に
運
び
、
盛
岡
の

隆
盛
を
計
画
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

舟
運
も
明
治
二
四
年
に
上
野
～
青
森

間
の
鉄
道
開
通
と
も
に
廃
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
六
年
に

は
渡
波
沖
の
本
網
築
港
計
画
が
浮
上

し
た
。
宮
城
県
で
は
、
野
蒜
築
港
の

失
敗
を
挽
回
し
よ
う
と
明
治
二
九
年

に
本
網
築
港
を
政
府
に
請
願
し
、
本

網
港
だ
け
で
は
な
く
女
川
を
軍
港
と

し
て
女
川
と
万
石
浦
に
水
路
を
開
鑿

し
、
渡
波
と
石
巻
間
に
運
河
の
建
設

も
計
画
し
た
。
ま
た
、
石
巻
女
川
間

の
鉄
道
敷
設
案
も
出
さ
れ
た
が
、
こ

の
請
願
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
明
治

三
三
年
に
は
再
び
本
網
築
港
期
成
同

盟
会
を
結
成
し
て
政
府
に
請
願
し

た
。
し
か
し
、
当
地
方
の
関
係
者
が

心
血
を
注
い
だ
こ
の
計
画
は
、
残
念

な
が
ら
政
府
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

明
治
時
代
の
石
巻
は
漁
港
と
し
て

は
小
規
模
で
あ
り
、
魚
問
屋
も
中
瀬

に
あ
っ
た
個
人
的
な
も
の
だ
け
だ
っ

た
。
明
治
～
大
正
期
に
は
北
上
川
で

サ
ケ
の
流
し
網
漁
が
盛
ん
に
お
こ
な

わ
れ
、
大
量
の
サ
ケ
が
漁
獲
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
大
正
中
期
に
な
る

と
サ
ケ
漁
は
不
漁
に
な
る
。
こ
の
原

因
に
つ
い
て
今
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
っ
た
が
、
岩
手
県
八
幡
平
の
松

尾
鉱
山
の
鉱
毒
水
が
原
因
と
思
わ
れ

る
。
松
尾
鉱
山
は
大
正
に
入
っ
て
か

ら
本
格
的
に
稼
働
し
、
硫
黄
の
精
錬

で
ヒ
素
を
含
む
強
酸
性
の
鉱
毒
水
を

排
水
し
た
た
め
、
北
上
川
は
魚
が
住

め
な
い
川
と
な
っ
た
。
松
尾
鉱
山
は

昭
和
四
四
年
に
閉
山
し
た
が
、
現
在

で
も
莫
大
な
予
算
で
鉱
毒
水
を
浄
化

す
る
た
め
に
二
四
時
間
体
制
で
排
水

処
理
を
し
て
い
る
。
現
在
、
鉱
山
跡

に
は
多
数
の
集
合
住
宅
が
廃
墟
と
し

て
残
っ
て
い
る
。

　

大
正
元
年
、
石
巻
～
小
牛
田
間
の

軽
便
鉄
道
が
開
通
し
、
石
巻
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
石
巻
町
で
は

北
上
川
を
漁
港
と
し
て
整
備
す
る
た

め
、
河
口
の
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ

た
。
内
務
省
は
大
正
元
年
、
湊
田
町

に
石
巻
機
械
工
場
を
開
設
、
九
軒
町

（
門
脇
二
丁
目
）に
は
北
上
川
改
修
事

務
所
が
設
置
さ
れ
た
。
大
正
二
年
四

月
に
起
工
式
を
行
い
、
川
口
の
浚
渫
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工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
川

筋
の
航
路
は
す
ぐ
埋
ま
る
の
で
、
大

正
七
年
か
ら
河
口
両
岸
に
突
堤
を
築

い
て（
導
流
提
）浚
渫
す
る
こ
と
に
し

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
を
二
列
に
打

ち
込
み
、
そ
の
周
り
に
割
石
を
充
填

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
い
、
両
側

に
捨
石
を
行
っ
て
防
波
堤
を
造
っ

た
。（
写
真
は
湊
側
東
突
堤
の
工
事

中
の
も
の
）

　

最
終
的
に
東
突
堤（
湊
側
）は
長
さ

約
四
八
〇
ｍ
、
西
突
堤
は
長
さ
約

五
〇
〇
ｍ
の
突
堤
が
昭
和
九
年
ま
で

に
完
成
し
た
。
突
堤
の
先
端
に
は
赤

白
の
灯
台
を
設
置
し
た
。
西
側
の
白

灯
台
は
昭
和
八
年
八
月
点
灯
、
東
の

赤
灯
台
は
昭
和
九
年
八
月
に
点
灯
し

た
。
西
突
堤
は
、
昭
和
二
六
年
か
ら

昭
和
三
六
年
に
か
け
て
延
長
工
事
が

行
わ
れ
、
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
延
長
し

て
長
さ
は
七
二
二
ｍ
に
な
っ
た
。
船

が
出
入
港
す
る
河
口
入
口
の
白
灯
台

と
赤
灯
台
の
間
の
距
離
は
約
一
六
〇

ｍ
で
、
水
路
の
水
深
は
約
四
ｍ
を
維

持
し
て
い
る
。

　

港
内
の
整
備
計
画
は
、
係
留
岸
壁

と
湊
側
の
水
面
二
万
坪
の
埋
立
て
、

門
脇
側
の
水
面
一
万
坪
の
埋
立
て

だ
っ
た
。
係
留
岸
壁
は
昭
和
二
年
、

本
町
河
岸
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桟
橋
が

で
き
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
埋
立
地

に
は
昭
和
四
年
に
湊
側
に
魚
市
場
が

開
設
、
昭
和
一
〇
年
に
は
門
脇
側
に

第
二
魚
市
場
が
開
設
さ
れ
た
。
山
下

駅
か
ら
門
脇
魚
市
場
ま
で
の
臨
港
線

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
臨
港
線
は
東

北
振
興
パ
ル
プ
工
場
ま
で
は
戦
前
に

開
通
し
た
が
、
門
脇
魚
市
場
ま
で
の

路
線
は
昭
和
二
八
年
に
開
通
し
た
。

（
山
下
駅
～
門
脇
魚
市
場
ま
で
約
三

キ
ロ
）

　

港
内
の
浚
渫
工
事
は
、
内
務
省
に

請
願
の
結
果
昭
和
七
年
よ
り
行
わ

れ
、戦
前
の
浚
渫
船
は
第
一
開
北
丸
、

第
二
開
北
丸
な
ど
六
〇
〇
ト
ン
ク
ラ

ス
の
大
型
船
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
工

事
に
よ
り
石
巻
が
漁
港
と
し
て
発
展

す
る
要
因
と
な
っ
た
の
だ
。
戦
後
、

昭
和
二
五
年
に
は
千
ト
ン
級
の
船
の

入
港
も
可
能
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
漁
船
も
大
型
化
し
川
港

で
は
施
設
拡
大
が
望
め
な
く
な
り
、

昭
和
三
九
年
よ
り
長
浜
に
新
漁
港
の

建
設
に
着
手
し
、
昭
和
四
八
年
に
特

定
第
三
種
漁
港
の
指
定
を
受
け
、
翌

昭
和
四
九
年
に
魚
市
場
が
開
設
さ
れ

た
。

　

特
定
第
三
種
漁
港
と
は
、
全
国
的

な
利
用
範
囲
で
水
産
業
振
興
に
特
に

重
要
な
港
で
あ
る
。
宮
城
県
で
は
石

巻
、
気
仙
沼
、
塩
釜
で
全
国
に
は

一
三
港
あ
る
。
現
在
、
石
巻
魚
市
場

は
世
界
一
長
い
魚
市
場
と
し
て
ギ

ネ
ス
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。（
長
さ

八
七
五
．
四
七
ｍ
）

　

昭
和
初
年
頃（
上
）と
昭
和
八
年
頃

（
下
）の
写
真
を
比
較
し
て
み
る
と
門

脇
の
広
大
な
埋
め
立
て
工
事
の
様
子

が
よ
く
わ
か
る
。（

写
真
は
筆
者
所
蔵
）



ホームページへアクセスし、「ログイン」をクリックします。

作成する手続を選択します。

（「給与所得・退職所得等の所得税徴収

高計算書（一般）」を例に説明します。）

 Step2  徴収高計算書データの作成・送信⇒自動ダイレクト納付

提出先税務署等を選択し、「次へ」

をクリックします。

（参考）現金納付の場合に使用する徴収高計算書（一般分）

⑤③ ④ ⑥②
①

 Step1  ソフト（ＷＥＢ版）の起動・ログイン

以下の操作手順では、 ソフト（ＷＥＢ版）による源泉所得税

徴収高計算書の提出から納付までの手続を説明しています。 ：

②

①

⑥⑤④③

①納期等の区分を入力し、②作成区分を選択し、

「次へ」をクリックします（ここでは、「俸給・

給料等」を例に説明します。）。

③支払年月日、④人員、⑤支給額、⑥税額を入力し、「次へ」を

クリックします。

宮城県 仙台

表示されたメニュー画面の「申請・納付

手続を行う」から新規作成「操作に進む」

をクリックします。

法人の方は利用者識

別番号と暗証番号を

入力しログイン。

個人の方は３つの

ログイン方法のう

ち、いずれかの方法

でログイン。

Ｒ７６
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自動ダイレクトが利用可能な場合、「自動ダイレクト」

の項目が表示され、デフォルトでチェックが入るため、

確認の上、「送信」をクリックします。

自動ダイレクトの再確認メッセージが表示される

ため、確認の上、「はい」をクリックします。

申告データの送信に係る確認メッセージが表示され

るため、確認の上、「はい」をクリックします。

送信が正常に完了していることを確認し、

適宜、印刷・保存を行います。

仙台

私（当社）は、申告した納税額について、自動ダイレクトを利用し、
下記の口座からの引落しにより納付します

「入力内容の確認・訂正」が表示されるので、

内容を確認後、「次へ」をクリックします。

仙台税務署
仙台税務署

ダイレクト納付に複数口座の登録がある

場合に表示される。

事前にマイページで設定した口座が初期

表示されるため、必要に応じて変更する。

源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナーとは、

ソフト 版 と同様の画面操作を用いて、給与

所得・退職所得等の所得税徴収高計算書（一般用及び納期

特例用）及び報酬・料金等の所得税徴収高計算書につい

て、作成・送信・キャッシュレス納付手続（ダイレクト納

付・インターネットバンキング）の一連の流れを体験する

ことができるツールです。

詳細は

こちらから

国税銀行

自動ダイレクトを利用してしない場合、

受信通知から納付方法を選択し、納付する。

ダイレクト納付を利用するためには、税務署への届出書（「電子申告・納税等開始（変更等）届出書」及び「国税

ダイレクト方式電子納税依頼書兼国税ダイレクト方式電子納税届出書」）の提出が必要です。

石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和７年６月30日（15）第238号
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　私が所属するジェイックでは、毎年数百人を超える各社の新入社
員に研修を実施しています。その中で感じた「今どきの若者」の傾向と対策のヒントを紹介しますの
で、20代の新人や従業員が在籍している、または採用を検討している企業の方は、ぜひご一読くださ
い。
　まず感じるのは、会社へのロイヤリティーの低下です。終身雇用と年功序列が崩れ、転職が当たり
前となった中で、会社は「報酬をもらい成長するための場」であり、「一生この会社にいる」という考
えは少数派です。「すぐ辞めたがる」「全力を出さない」という意味ではなく、「成長できるか？」「時
間・苦労と報酬が見合っているか？」を冷静に見ているということです。今の若手社員は、日本経済
に右肩上がりの希望が少ないからこそ、安定志向が強くなっています。ただし、「安定」の定義が昔と
変わっています。彼らが望む安定とは自分の市場価値が高まることを意味し、成長意欲と結びついて
います。会社の安定や業績、今の待遇よりも「自分が成長できるか」「市場で通用するスキルが身につ
くか」「待遇や年収が将来どうなるか」という見込みを大切にしているので、指導や採用時には「この
仕事でどんなスキルが身につくか」「市場でどう通用するのか」を明確に伝えることが有効です。例え
ば、「資格とこの経験を積めば市場価値が高まる」といった形で、経験と成長が「武器」になることを伝
えると、意欲や定着率の向上につながります。
　次に、積極的な対人関係には慣れていないが、人間関係を拒むわけではないことです。時代の変化
に伴って、「文句を言わずに言うことを聞け」「年上だから敬意を払え」といった人間関係は明確に嫌
われます。またコロナ禍の影響で、リアルコミュニケーションの機会が減り、上司や先輩に自分から
話しかける若者は減っています。一方で、自己成長（≒安定）のためにダメ出しやフィードバックで関
わってくれる上司や先輩は、若手に望まれています。大切なのは上から目線ではなく、対話の姿勢で
フィードバックを行うことです。「ここは○○○だから、こうした方が良い」と理由と修正点を伝え
「なぜそうしたか？」など相手の気持ちを聞く、寄り添う一言を添えるとよいでしょう。
　また、「タイパ（タイムパフォーマンス）」志向であることも忘れてはいけません。YouTubeやＳＮ
Ｓ、生成ＡＩ等で（彼らの主観では）効率的な情報取得に慣れており、時間の無駄を避ける傾向にあり
ます。したがって、「私が若いころは…」「今は楽になったけど…」等の長々しい説教やフィードバック
は逆効果です。気持ちに寄り添う一言を添えつつも、合理的かつ端的に伝えることが重要です。
　今の若手社員は、「帰属意識」や「上下関係」を強要されると離れますが、「個」として尊重されれば
進んで関わろうとします。誠実で筋が通った説明にはきちんと応えてくれます。「うちの会社はこうだ
から」「昔はこうだった」等の説明では動かないのも彼らなりの真面目さです。育てる覚悟と向き合う
姿勢があれば、きっと応えてくれるでしょう。

【筆者紹介】古庄　拓（ふるしょう・たく）　1983年生まれ。慶應義塾大学卒業後、株式会社ジェイックに入社。中小企業・
ベンチャー企業を対象とした社員研修や採用支援の提案・企画、管理職養成プログラムの事業化、新卒メディアの立ち
上げ等を経て、同社執行役員。人材育成や採用支援の知識・ノウハウを発信している。

新入社員研修で感じた
「今どきの若者」の傾向と対策

株式会社ジェイック HRドクター編集長
古　庄　　　拓
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９月19日 ㈮ 女性部会：移動会員交流会（北海道）   9:00 札幌方面

９月24日 ㈬
第２回正副会長会議 未定

石巻グランドホテル
第２回理事会 未定

９月25日 ㈭
女川支部：税務研修会 15:30 女川町まちなか交流館

女川支部：支部報告会並びに会員交流会 17:10 未定

９月29日 ㈪ 県連：第２回理事会 12:00 江陽グランドホテル

９月30日 ㈫ 青年部会：租税教室⑫ 13:10 石巻市立大原小学校

10月２日 ㈭ 第42回法人会親睦ゴルフ大会   8:00 松島国際カントリークラブ

10月３日 ㈮ 県連：第２回事務局長会議 14:00 未定

10月８日 ㈬ 県女連：移動研修会（登米担当） 未定 未定

10月10日 ㈮ 県連：役職員研修会 15:00 仙台国際ホテル

10月16日 ㈭
全法連：第41回法人会全国大会「高知大会」 14:00 高知県立県民文化ホール

県連：宮城県懇談会 19:00 高知市内

10月31日 ㈮ 東北六県：事務局研修会 14:00 未定

11月１日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断   8:45 石巻ルネッサンス館

11月５日 ㈬ 県連：第2回組織委員会 15:00 未定

11月12日 ㈬ 租税教室実践発表会 14:00 石巻合同庁舎

11月15日 ㈯ 女性部会：税を考える週間イベント「税はみんなの応援団」 11:00 イオンモール石巻

11月20日 ㈭ 第39回全国青年の集い山梨大会（1日目）14:00 YCC県民文化ホールほか

11月21日 ㈮ � 〃　　　　　　（2日目）  9:00 アイメッセ山梨ほか

11月25日 ㈫ 県女連：第３回部会長会議 未定 未定

11月27日 ㈭ 仙台局連・全法連懇談会 18:00 未定

11月28日 ㈮ 東北六県連：令和７年度運営協議会 12:00 未定

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。
http://www.i-houjinkai.jp

行 事 予 定
８月 4日 ㈪ 県連：第 1回事務局職員研修会 11:00 TKP仙台青葉カンファレンスセンター

８月７日 ㈭
県連：第１回組織委員会 15:00 宮城県法人会連合会会議室

青年部会：納涼会 18:00 割烹 滝川

８月20日 ㈬ 初心者のための簿記実務講座① 15:00 石巻商工会議所

８月22日 ㈮ 初心者のための簿記実務講座② 15:00 石巻商工会議所

８月23日 ㈯ 河南桃生支部主催：楽天観戦バスツアー 18:00 楽天モバイルパーク宮城

８月25日 ㈪
初心者のための簿記実務講座③ 15:00 石巻商工会議所

青年部会：租税教室（中学校向け） 10:45 東松島市立矢本第一中学校

８月27日 ㈬
初心者のための簿記実務講座④ 15:00 石巻商工会議所

県青連：第３回部会長会議 18:30 未定

８月29日 ㈮ 県連：第２回総務委員会 15:00 未定

９月１日 ㈪ 初心者のための簿記実務講座⑤ 15:00 石巻商工会議所

９月２日 ㈫
河南桃生支部：税務研修会 15:00 河南桃生商工会

河南桃生支部：支部報告会並びに会員交流会 16:45 和ダイニング葵

９月４日 ㈭
県連：第２回厚生委員会 15:00 気仙沼プラザホテル

初心者のための簿記実務講座⑥ 15:00 石巻商工会議所

９月５日 ㈮ 県青連：第６回宮城県青年の集い「気仙沼大会」 12:00 ゲストハウス気仙沼アーバン

９月９日 ㈫ 県連：第２回税制委員会 15:00 未定

９月10日 ㈬ 東松島支部：税務研修会 15:00 東松島市商工会本所

９月10日 ㈬ 東松島支部：支部報告会並びに会員交流会 16:45 ちゃんこ萩乃井

９月11日 ㈭ 第２回総務委員会 12:00 石巻ルネッサンス館

９月13日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断   8:30 石巻ルネッサンス館

９月16日 ㈫ 県連：第２回広報委員会 15:00 未定

９月18日 ㈭
女性部会：第19回法人会全国女性フォーラム「北海道大会」 14:00 札幌パークホテル

県女連：女性部会連絡協議会懇親交流会 19:30 おたる亭

▪解答を書いたパズルを切り取
るかまたはコピーして、ハガキ
に貼り、住所・氏名・連絡先と
広報誌の感想・ご意見などを
一言ご記入いただき、法人会
事務局へお送り下さい。正解
者の中から抽選でクオカード
１,000円分を3名様へプレゼ
ントいたします。〆切は９月末
日までとさせていただきます。

〒986-0032
石巻市開成1－35
石巻ルネッサンス館内
　（公社）石巻法人会

パズル係

《送り先》

【問題】二重枠に入った数字の合計はいくつでしょう？

パズル・数独
ルール①
まだ数字の入っていないマスに、１から９までの数字のどれかをひとつずつ入れましょう。
ルール②
タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた３×３のブロックのいずれにも、１から９までの数字がひ
とつずつ入るようにします。

6 4 8
4 5 7 3

2 9
7 2

4 1 3 9
1 6
8 7
6 8 7 1
9 4 6

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する出版社。数独・クロスワードなど多
種多様なパズルをメディアへ提供するコンテンツメーカーでもある。
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